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O ムクノキ ・エ ノキ ・エ ゾエノキ 鋸歯は低くて先織は鈍くなっています。エゾエノキは両

大場逮之 (県↑噂) 者の中間でほぼ全周に鋸歯がありま すが鋸歯の大きさは

新緑も色濃くなり春の花も咲き終って林の Fなどは緑 やや不ぞろいで尖 りかたもムヲ ノキほど鋭くあ りません。

一色のやや単調を感じさせる季節と なりました。今回は 葉j彰 ムクノキは葉の重量も 巾の広い所が中央部附近に

身近かな樹木を 3種とりあげました。 あり，先端が長く尖っています。エノキは策の巾の広い

エノキは里近くに多く，古くは一里塚に植えられたり 所が中央より上にあり 先端は短 〈尖っ ています。エゾエ

また民俗伝承の多い木です。その詳細は柳田国男.神樹 ノキは最大巾が薬の下部にあり先捕の尖り 具合はエノキ

篇と前川文夫 日本人と植物(岩波新書)にゆずる とし とムクノキの中間的な形です。 3種とも薬の下端は左右

てエノキと問機里に多いムクノキと両極と一見よ く似て 不ぞろいですがムク ノキはその差が少なくほとんど左右

いるエゾエノキの葉による区別を記します。 同形といってもよい形です。

Z寝除・まず注意すべき特徴は楽隊です。ムクノキ(a) その他 :ムクノキとエゾエノキは果実が黒く熟します

では葉除の先がま っすぐ鋸歯の先崎へ入っていますが， がエノキは赤縄色に熱 します。

エゾエノキ (b )とエノキ(c )では索隊は薬の縁に近 この3t重のうちではエゾエノキが最もJcにまで分布し，

い所で上に曲 り上方の除と合流しています。この特徴は また最も湿った漂境を好むようです。自然状態ではケヤ

エノキ属とムクノキ属との重要な形質の違いです。また キと共に林をつくること が多いと いわれています。 神奈

ムク ノキ では側詠が主肱に対してやや広い角度で出てお 川県でも広く分布し特にニリン ソウ の生えているような

り7-12対が数えられます。エゾエノキとエノキでは側 所によく見られるようです。ムヲノキは中性的環境に見

肱は鋭角に出ており 4対内外しかありません。この特徴 られシラカシ林の周辺に最も多いようです。エ ノキは自

でムクノキはす ぐにエノキ，エゾエノキと区別できます。 然的状態では海岸に多く後背砂丘やクロ 7 ツ林の下など

鋸街・ムクノキは鋸歯が葉の Fから上まで平均してあ に見られます。 3種ともかつては平野に広く自然林を形

り，どの鋸歯も同じ位の大きさで先端iは鋭くなってい ま 成していたものと恩われますが， 古 くから平野が妬かれ

す。エノ キは葉の中央附近から上だけにしか鋸歯がなく てしまったために本来の生育環境を失ったものでし ょう。
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O アメリカオニアザミ 県立鶴見高校森茂弥 ますo J躍が厚く， うすく臼い粉をかぶっているところか

今回の調査で私がその結果を楽しみにしているものの

一つにアメリカオニアザ (Cirsium vulgare (Save) 

Teno re Jの分布があります。

1973年の夏，私は鶴見の諏訪坂で変っ たアザ Eを見つ

けました。楽にある車1)が大変鋭 <，素手では小さな梁さ

え取れません。細かい相異点を除き，当時発売されたば

かりであった北陸館発行「日本帰化織物図鑑」にのって

いるアメリカオニアザ Eによく似ているので，著者であ

る長田武正氏に標本をお送りし， 間違いなく本種である

ことと，臼本で三番目の発見であることを教えていただ

きました。

その後，鶴見区内の F末吉，北寺尾，東寺尾中台など

に安定して自生しているのをたしかめ，神奈川区松見町，

新浦島町，出田町，稲荷町，港北区新償浜駅前荒地，磯

子区，大白区，品川区でも確認し ました。日本通運の大

きい建物ができて日陰になったため，・激減して しまった

新浦島町の大酔落は見事なもので した。細長い空地に痛

くて通り抜けられないほど密生 した アメリカオニアザミ

から，風とともに舞い上がるおびただ しい数の果実は，

いまに償浜中を占領して しま うのではないか，と疑わせ

るのに充分す ぎる資絡を備えていました。

スカ J ジナピアから北77'Jカに分布し， .:!tアメリカ

にも侵入 したと いう歴史をもっアメリカオニアザミの学

名は「普通のアザミ」という意味で，繁箱力はやや強い

方に属しそ うです。生垣の下，アスフアル トや石底の割

れ目などにわずかな土地を見つけて堂々と育ちます。半

年ほど前， NHKの「明るい農村」で， ウシが近寄ると

怪我をさせ，食用にならない厄介な維草として，柄の長

い大鎌で刈り倒す北海道での傑子が紹介されていました。

セイ 9カアワダチ ソウの ように，心情的には嫌われなが

らも，どこかに優しさのある植物とは違い，アメリカオ

ニアザ ミは英名を Spear thistle(ヤリアザミ)とい

う巧妙な名が示すよ うに，花に一応の観賞価値はありま

すが，車1)が帳消しにしてし まいます。

高さ 1- 2 m，淡い紅紫色の花をつけるこの植物を最

も見つけやすいのは 6月から 8月にかけてて'す。他のア

ザ ミ類に くらべて花期にずれのあること， 丈の高いこと

と，刺が極め手になります。

磯子区磯子二丁目の路傍で見たのは踏みつけられた憐

ら，キャベツの系統をひいたセ イヨウアブラナと判断で

きます。 ところが，東中野の土手に生えているものはお

茶の水型とほほ.同系統でも，上部の葉は軽〈茎を抱き，

より多くの突がなります。また。葉をその場で食べてみ

ると， ピリッとした味がありません。多摩川，鶴見川，

市内の街路に生えているのはほとんどお茶の水型て'す。

多少疑附は残りますが，"'}、はこれらすべてはセイヨウア

ブラナに してもよいと判断しています。また，お茶の水

には， ややZ誌がうすくて凹凸があり，カ ランナの特徴を

持つものが生え，東中野には~が黄緑色てら中央の葉脈

が白く，太<，上部の葉も強 く2症を抱き，明らかにハク

サイを述怨させるも のが混っています。乾いてしまった

標本では，噛んだ ときの感触も味も わかりません。です

から，ますます結論が出しにくくなり ます。

機浜市内にはこの他にも，素性のよ くわからない Br-

aSSlcaがあちこちにずい分生えています。そのうちい

くつかは，外国の図鑑や僚本を見て，学名がわかるかも

知れませんが，たとえば，アブラナ とカブは染色体の構

造からでは区別できない という事実からみても Brassica

の分類がいかに困難なことかを理解していただけると思

います。

私は不良面白に「ナノハナ 」を三訴に分けてい ます。

第一昨，本当のナ ノハナ でアブラナの花。古く か ら俳

句や夜l敬に詠まれ，小学唱歌にも登場し， 水田の裏作と

して，ムギ籾，ゲンゲとと もに春のンンポノレになったも

の。

第二鮮，ナ ッバの花で，冬の間に食べきれなかったコ

マツナ，タイナ ノザワナ，キ ョウナ，ハク サイなどの

墓 (とう)の立ったもの。テ リメンハクサイとの交配種

と恩われる切花にする品種も含む。要するに栽結晶積。

第三昨，ナ ンノハナと L刊、，素性のわからない組物で

路傍などに育つ帰化儲物， (日本原産 Brassicaはない)

迎出した栽培個物か，外国籍の野生種か，ハマダイコン

の例のように先姐返りしたものか，自然交配による新種

か，なにがなんだかよくわからないもの。

毎年，ナ J ノハナを見ては溜息をついています。

O 横浜市内帰化植物目録

れな存在で した。付近に開花株があるに迎いあり ません。 セイヨウノコギリソウ

日韓立鶴見高校森 茂弥

アメリカオニアザ E

績浜市内の数ケ所でこのようにしっか りと摂を下したァ カッコウアザ E

メリカオニアザミが， 他の地域で発見される可能性は極 ブ世タサ

めて大きいと思っています。 ブ骨クサモドキ

オオブタクサ

O ナノ ハナ 県立鶴見高校森茂弥 カEツレモ ドキ

神奈川県中の縞物を記録するともなれば，必す.この間 クソニンジン

題がでてくる と思いながら筆をとります。それはごくあ オオホウキギク

りふれた，どなたも その名をご存知の「 ナノハナ」につ ホウキギク

いてのこと です。街路樹の下や，ときには自然林の縁で コパ ノセンダングサ

も，意外に大きな株を見ることがあります。私はアブラ セイ 9カタウコギ

ナ科で黄色い花が咲き，ほっそりしたさやができる組物 コセ J ダングサ

の名をきかれると「ナ ノハナ 」にしてしまいますが，本 シロノセンダングサ

当は「ナンノハナ」と思っているのです。 ヒレアザ ミ

お茶の水駅の向 う側の土手には，あの急斜面に戦災で ベニバナ

家を失っ た人達がバラック を作り， 住み続けていた四半 ヒレ ハリギク

世紀前にもナ ノハナが咲いていま した。この種は姻伝い イガヤ グル7 ギク

に西に進み，水道橋，市ヶ谷，四谷でも大鉾港がみられ フランスギク
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ハノレシャ ギヲ

コスモス

キノてナコスモス

マメカ Eツレ

ベニバナポロ ギク

ダンドポロギク

ヒメジョ オン

アレチ ノギク

ヒメムカシヨモキ.

ハノレジョ オン

ヤナギ?パヒメジョオン

ケナシヒメムカ シヨモキ.

オオアレテ ノキ.ク

マノレパフジバカマ

フジ ノミカ マ

ハキダメ ギク

コゴメギク



セイヨ ウオオノ〈 コ アメ リカキンゴジカ メキ シコマンヰングサ シロ ザ

ツポミオ オバコ イ リオモテニ シキソウ ツノレマンネノグサ アカザ

ビロウド モ ウス"イカ ンマ ニ シキソウ アマナスナ ケアリタソ ウ

タチ イヌノフク.リ オオニンキソウ ヒメ 77ナスナ アメリカア リタ ソウ

オオイヌ ノ フグリ コニン キ ソウ セイ ヨウ7 7ラナ ハリセンポン

ケチョウセンア サ ガオ キノてナノ 7ツJぐニンジン ナヲヰハヲザオ ゴウンュウア リヲソウ

シロノてナチ ョウセンア サガオ ハマピシ カラクサナズナ コアカ ザ

ヨウシュチョウセンアサガオ イモカ世パミ クジラグサ ウラジロアカ ザ

センナリホウズキ ムラサキカタバミ イヌナズナ ホウキ ギ

フウリンホウズキ アメリカフウ ロ エゾスズンロ モドキ ノハラヒジキ

ハ コベホ ウズキ アメ リカク サ ヰム キレハマメグンパイナズナ シャクチリソパ

アメ リカイヌホウヌ:キ セイ ヨウミヤコグサ コシミノナズ7ナ ハイミチヤナ キ.

ワJレナスビ ヰピキ Eヤコグサ マメグン Jてイナスd ナ ソノぐカスψ ラ

ランャナス シロパナシナガワハギ モ リカンドウ ツJレタデ

ヒラナス コシナ ガヲハギ オランダガラシ ツノレドクダ E

イヌホウズキ シナガワハギ オオアラセイトウ オオケタデ

ケイヌホウズ:キ コメツブウマゴヤシ ハマダイコン アメリカサナエタデ

ハリナスビ コヲマゴヤシ Eヤガラシ ヒメス イノて

ヒメオドリコソウ ムラ サキウマゴヤシ シロカ'ラシ アレチギシ ギシ

オランダハ ッカ アメリカ Yノクサヰム ノハラガラシ ナガパギシ ギ シ

ハナトラノオ クスダマツメク サ ハ安ザオガラシ ヒロハギシギン

ヤナギハナガサ ツメク サ ダマシ カキヰガラシ Parietalia judaica 
ノ、リケ時タビラコ タチオランダゲンゲ ハマカキヰガラシ キショウ 7

イヌムラサキ ベニバ ナツメクサ イヌカキネカ'ラ シ ニヲゼ「キンョウ

ノムラサキ ムラ サキツメク サ グンパイナズナ オ;fニワゼキンョウ

ヒレノ、リソウ シロツ メクサ ンュウメイキ.ク ヒメヒオウギスイセン

クサキョウチクトウ アレチヌスピトハギ セイヨウキンポウゲ ハナ ニラ

セイヨウヒルガオ オキジムシロ オランダ ミミナ グサ ニラモドキ

アメリカヰナンカズラ セイヨウヤブイチコ' ノハラナテ'シコ クサイ

チチコグサモドキ アオイゴケ ムントリナデシコ コカd ヰガヤツ リ

ヒメヒマワリ アメリカアサガオ ホザキマンテマ シパムギ

イヌキクイモ マルパアメリカ アサガオ νロ1<ナマンテマ コヌカグサ

7'9ナ マルパアサガオ オオツメ クサ クロコヌカク.サ

トゲチシ ャ アサガオ ウンオツメクサ ハイ コヌカグサ

オオハンゴンソウ 7ツノ〈ゼリ ウスベニツ〆ク サ ハルガヤ

ハナガサギク フランスゼリ コノ、コ'" カラスム ギ

キヌガサギク コエンドロ スベリヒユ コカ ラスム キ'

ノボ ロギタ ノラ ニンジン ヒメ マツバボタン オートムギ

ハクケイコメナ モ ミ ウイキョウ 71レマパザクロソ ウ オニカラスムギ

セイタカ アワダチソ ウ オオフサ モ アメ リカヤマゴボ ウ コノてンソウ

オオアワダチソソウ アレチマツ ヨイ グサ オシロ イノてナ ヒメコ 1<ンソウ

オニ ノゲン オオ 7';;ヨイグサ ヒメシロピユ イヌムギ

Crepis capillaris コマツヨイク・サ ヒメアオゲイトウ ムヲゲチ ャ ヒキ

アカミタンポポ オオ ノてナコマツヨイグサ アメリカピユ ヒゲナガスズメノチャヒキ

セイヨウ 9:ノポ，j{' ヒルザキツキミソウ ハイピユ カラスノチャ ヒキ

ゴウシュウ ヒナギク マツ ヨイグサ ホナガアオゲイトウ アレチノ チ ャヒキ

オオオナモミ イチ ビ ホソアオゲイ トウ ウマノチャ ヒキ

イガオナモ E フヨウ イヌピユ メウマノ チ ャヒキ

トゲオナモ E ヒレタゴボウ アカピユ カモガヤ

ヒナキキョウソウ ギンセンカ オオホナガアオゲイトウ コメヒンノマ

キキ ョウソウ フウロアオイ スギモリゲイトワ コウセン ガヤ

アレチウリ ゼニノ〈 アオ イ イガホピユ ジュス.ダマ

ノジシャ ウサ ギアオイ アオゲイト ウ Sphaenopholis obtusata 

オオ 791、;ム グラ ハイ アオイ ハ リピユ ハマガヤ

トゲナユノヤ エムグラ ゼニアオイ ホナガイヌ ピユ シコク ビヱ

ムジナオオバ コ フユア オイ セン ニチ ノゲイト ウ スズメガヤ

ホソ ノ〈オ オノて コ キクノ ハアオイ ホコガタ アカザ シナダレスズメガヤ

ヘ ラオオバ コ キンゴジカ ハマフダン ソウ コスズメガヤ
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オニウ νノケグサ

ヒロ ハノウンノケ グサ

ナギナヲガヤ

ミノポロモドキ

ンラゲガヤ

ムギクサ

ヤパヰオオムギ

ネズミムギ

ホソムギ

ポウムギ

ドクムキ'

コネズミガヤ

ハナクサキビ

オオクサキピ

O 横浜 ・川崎ブロ ッ ク

ンマススメノヒエ

アメリカスズメノヒエ

エダウチチカラシノぐ

カナリークサヨ:ノ

ヒメカナリークサヨン

セトカH ヤモドキ

オオガワカd エリ

コイチコツナギ

ナガハグサ

オオスス'メノカタビラ

ライムギ

ザラ yキエノコログサ

セイノ〈ノモロコシ

(MIN)南区中里にあるハシパ ミを確認に行ったが辛う

じて l本のみが残存していた。以前陥畠に続く屋地に何

本もあったが現在は崖下迄家並が迫ってきた。 (Apr.1). 

(180)磯子区永取沢より円海山へ入る。ここ担当の間

部，坂本，佐々木，三氏に同行したが先ずアワブキを確

認する。本種は日野町(現洋光台)や戸線区上郷などに

あったが絶えてしまった。鎌倉十二所附近に現存する。

横浜・三浦地域では珍しいものになった。更にイヌザク

ラを見出す。これもこの地では稀なものである。かつて

近隣の上郷で籾山泰一先生が見出したが現存しない。

(Apr.8). 

(MIN)南区北永田で 7. 8本の Eヤマナルコユリを見

出す。ここには ?Jレパアオタモもあり横浜では珍しいも

のである。この地が中里，別所附近と共にミ ヤマカ J ス

ゲを豊産することは特異的である。(Apr .14) 

(MIN)南区別所でヨウラクラ ンの健在を確認した。港

南区野庭にあったものは如何であろうか。コ ジュズスゲ

を採取，他にハ シカグサ， ミサキカグマ，ハリガヰワラ

ビなどがあったが標本用には貧弱な個体で深取しなかっ

た (May.4). 長谷川義人

O 県北 プロ ァク

調査予備学習会。第 1回 4月15日(減山)，第 2

回 5月20日(三井)，第 3回6月24日(大室山 )予定。

参加希望者は大越路に午前10時集合。

アオナラガシワ考

Quercus aliena Blume var. pellucida Blume 

5月 3日， 中沢で本種を観察(域)11)。イ ー樹皮縦裂，

薄片~J離。 ロ.若枝，葉の表裏とも全く無毛。ハ，業柄

3 - 5珊 J ~躍肱12対 ぐら b、。ニ.堅果の長さ25-30珊，

殻斗径17-18珊，本県では初めての報告であろう。日本植

物誌(大井)のQ.pellucida Nakaiオオミズナラがこ

れにあたるのであろうかo <ズナラと ナラガシワの閲種

的個体とする。日本樹木総検索誌{彰本)は本種の分布

を長野及び愛知以西とする。樹木大図説(上原 )はナラ

ガンワまたはカシワの雑種ならんとする。有用樹木図説

(林)は本種の分布を群馬， 長野，東京以西の各府県と

している。さ らに本種とコナラの雑種をオオバコナラと

いい本州，四国，九州に分布するという 。本種の母種ナ

ラガシワは山形，群馬，北陸，東京以西に分布するとし

ているが林氏等の丹沢山塊植物報告(林氏研究報告133

号)には表丹沢の栗木洞にあるナラガン ワの記載はない。

県北地区は績物の宝庫ワであるのにもかかわらず

調査員希望者が大変少なくて淋しいかぎり'遠くても不

便でも続々と調査員が集ってこそ真の植物愛好者の面白

躍如とい うもの。県北への希望を期待します。

減川四郎

O 湘 南ブロック

湘南ブロ γ クでは，平塚市樽物館と学芸員の浜口哲ー

さんのご協力で，ブロックの連絡会合の場所を開館とし，

5月12日，第 1回の全員連絡会を開き，つぎの ことにつ

いて話し合った。 各地区ごとの打合せと各メッシュ担

当者の最終決定。・各地区の調査活動についての発表0

・調査活動上の問題点について0 ・湘南ブロ ック として

の今後の調査活動について。

各地区の調査活動

平塚市 平塚市の植物については守矢淳一先生の

作られた詳 しい目録があるので，それを手引きに調査を

進めている。この目録にない最近の記録としては，ヤ7

Jレリソウ(土屋 4月20日)0 ツデカエデ (上吉沢 5月

2日)。フユイチゴ(下吉沢 5月24日)などがある。ま

た帰化植物でもいくつかの新顔が現われノ ハラツメクサ

(立野町 5月15日)。ヒゲナガスズメノチャ ヒキ(千石

河岸 5月23日)。骨チオ ランダゲンゲ(山下 5月21日)

などが発見された。 浜口 哲一

伊勢原市 昨年まとめた調査目録をもとに， 3月

27日より 調査採集を始めた。目録を 1つ lつつぶ しなが

らの点は便利だが，土 ・臼をフノレに利用しても調査範囲

が広いので，自生地の極めて僅かなものについては花期

に合せての採集が困難である。 6月上旬までの採集種は

各メッシ ュとも 140-190種で，合わせて 270種を越える

ことができた(但し国定公園内は未調査)。なお今迄の

調査に見なかっ た，オオカニツリ ，ハルガャ等10数種を

加えることができ， 4月下旬には，イカリ ソウ の大群生

地で一面に咲きそろった見ごとな花を見ること ができた。

守矢淳一

茅ケ崎市，寒川町 昨年印刷した茅ヶ崎市植物目

録資料を基に調査を進めている。茅ケ崎産のものは 180

種以上，寒川産のものは200種以上の標本を作成した。 ヒ

メコ パノソウ，ノジシャ ，サギコ'ケズタビラコ，シ

ロイヌナズナ， コメ Yブ y〆ク サ，セイヨウ ノコギリソ

ウ，ブ空ナ， ヒメコウガイゼキショウなども追加した。

小原 敬

藤沢市 5月12日の湘南地区の初顔合わせt平侍)

で藤沢地区の初顔合わせ。席上で調査地践の分担と当面

の会合日(5月20日， 6月 2日)を決定。 5月20日は，

市内大庭戚跡附近で観察。ウラジロの小群落は主主念なが

ら枯死。サイハイランの開花 1株。花期にある30種程宮

地氏が脂葉に。 6月 2日は，県立教育センターで打合せ。

調査地主義を再確認し各自による今後の調査(と謄葉)の

実施を申し合わせる。次回会合は，セン空ーで 6月30日

14時に。当日は踏葉を持ちよりありきたりのは同定。 藤

沢地区のメンバーには教育センヲ一生物教室の崎元，高

木両先生がお仲間入り し市の中心部の同施設が会合その

他で利用させて頂けるのが何よりの強味。それに県立青

少年セン空一の宮地先生 もお仲間で今後本部との連絡等

もたいへん地の判を得ていて今後大いに利用協力させて

頂き本部の御期待に富山、たいと思います。

根本 平
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